
ＪＲ東海労ニュース

ＪＲ東海ユニオン第28回定期大会が７月３日に開催され、新しい人事

・賃金制度の見直しに対する発言が多くの代議員からありました。大会

は、６月５日の追加提案の内容で執行部は成果を打ち出し、代議員は絶

賛するという計算だったのでしょうか？ ところが、否定的な発言が相

次いだもようです。それもそのはず、とても良い制度とは言い難い内容

であり、職場の組合員はお見通しだからです。

大会で委員長は「この内容は私たちが目指す到達点ではありません」

と挨拶しました。総括答弁でも同様の見解を示しました。そう思ってい

るなら、早々に妥結する必要があったのでしょうか。来賓の巣山副社長

も「労使で引き続き真摯な議論をさせていただいて」と挨拶しています。

制度の本格実施は来年４月１日なのです。ＪＲ東海ユニオン組合員の皆

さん、役員に「到達点ではないのに何で妥結したのか？」「もっと改善

してくれるんですよね」と質問しましょう。

後味が悪く終了したＪＲ東海ユニオン大会ですが、組合員の不満が解

消されたわけではありません。その不満の矛先を変えようとしたのが

『組織情報』№847（８月23日付）です。ＪＲ東海労組合員がリーフレ

ットをおねだりなどと、おちょくっています。裏返せば、「妥結したユ

ニオンは正解だった」とのアピールです。

ＪＲ東海労は、新しい人事・賃金制度について妥結を急ぐ必要はない

と考えています。組織情報の「早く妥結すればいいのにと言っている東

海労組合員もいるそうです」との記述は、「ＪＲ東海労が妥結をすれば、

組合員からの批判がなくなるのでは」と思っているＪＲ東海ユニオン役

員や会社の本音でしょう。

労働組合は、会社目線ではなく、組合員目線です。

「新しい人事・賃金制度の内容は到達点ではない」

だったら妥結しなければいいのに！
本音はＪＲ東海労も妥結してほしい？
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